
　

那
須
与
一
伝
承
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

飯
塚
鳳
斎
(ほ
う
さ
い
）・
琅
玕
斎
(ろ
う

か
ん
さ
い
）・
小
玕
斎
(し
ょ
う
か
ん
さ
い
）

の
竹
工
芸
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

大
田
原
の
竹
工
芸
の
ま
さ
に
源
流
と
い

う
べ
き
、
飯
塚
三
代
に
よ
る
名
品
の
数
々

を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
期　

間　

５
月
22
日
(土
）〜
６
月
20
日

　

(日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
(入
館

　

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
：
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
(祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
場　

所　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
展
示
内
容

･
花
籃
(飯
塚
鳳
斎
作
）

･
竹
組
「
は
せ
を
(芭
蕉
）」（
飯
塚
琅
玕
斎
作
）

･
石
畳
花
籃
「
白
寿
」（
飯
塚
小
玕
斎
作
）

　

な
ど
約
10
点

●
観
覧
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円
(２

　

５
０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料

※（　

）内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金

◆「
飯
塚
三
代
（
飯
塚
家
）」と
は

・
・
・
飯
塚
家
は
現
在
の
栃
木
市
の
出
身
で
、

　

日
本
に
近
代
工
芸
と
し
て
の
竹
工
芸
が

　

確
立
し
、
そ
れ
が
日
本
の
伝
統
工
芸
と

　

し
て
定
着
す
る
う
え
で
、
大
き
な
役
割

　

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
は
大
田

　

原
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
の
竹
工
芸
界

　

に
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
隆
盛
に
至
っ

　

て
い
ま
す
。

　
　

鳳
斎
は
父
の
初
代
鳳
斎
に
次
ぐ
二
代

　

目
。
琅
玕
斎
も
初
代
鳳
斎
の
子
。
小
玕

　
斎
は
琅
玕
斎
の
子
に
あ
た
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

 　

数
年
前
、
当
館
で
は
「
奥
の
細
道
画
巻
」

の
レ
プ
リ
カ
(複
製
）を
購
入
し
、「
日
光
」

「
那
須
」「
黒
羽
」「
雲
巌
寺
」の
章
を
展
示
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
月

日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も

又
旅
人
也
」で
始
ま
る
序
章
か
ら
「
石
の

巻
」の
章
ま
で
の
前
半
24
章
部
分
を
原
物

展
示
し
、
後
半
21
章
部
分
(平
泉
か
ら
大

垣
）を
写
真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期　

間　

５
月
21
日
(金
）〜
６
月
３
日

　

(木
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
(入
館

　

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
５
月
24
日
(月
）、
31
日
(月
）は
休
館

●
場　

所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
テ
ー
マ　
「
画
巻
で
み
る
『
お
く
の
ほ

　

そ
道
』」　

●
展
示
資
料　
「
奥
の
細
道
画
巻
」（
複
製
、

　

原
資
料
は
与
謝
蕪
村
筆
）

●
観
覧
料　

大
人
３
０
０
円
(２
０
０
円
）、

　

小
中
学
生
１
０
０
円
(50
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

◆「
奥
の
細
道
画
巻
」と
は

・
・
・
池
大
雅
(い
け
の
た
い
が
）と
と
も
に

　

日
本
南
画
の
大
成
者
と
さ
れ
る
与
謝
蕪

　

村
(１
７
１
６
‐
８
３
）に
よ
る
作
品
。

　

蕪
村
は
、
俳
人
と
し
て
も
松
尾
芭
蕉
没

　

後
の
俳
諧
退
廃
期
の
な
か
で
「
芭
蕉
に

　

帰
れ
」と
唱
え
、
清
新
で
感
覚
的
な
俳

　

諧
詩
の
世
界
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
蕪

　

村
が
敬
愛
す
る
芭
蕉
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

　

(賛
歌
）と
し
て
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』を

　

筆
写
し
、
十
数
点
の
挿
絵
を
配
し
た
作

　

品
が
「
奥
の
細
道
画
巻
」。
現
在
、
蕪

　

村
に
よ
る
同
様
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

　

４
点
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

最
近
所
在
が
確
認

　

さ
れ
た
の
は
平
成

　

14
年
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
安
永
７
年

　
（
１
７
７
８
）６
月
、

　

兵
庫
の
廻
船
問
屋
北

　

風
来
屯
(き
た
か
ぜ

　

き
た
む
ろ
）の
求
め

　

に
よ
り
制
作
さ
れ
た

　

も
の
で
、
蕪
村
63
歳

　

の
作
品
で
す
(今
回

　

展
示
す
る
の
は
本
作

　

品
の
複
製
）。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

●
日　

時

①
６
月
６
日
(日
）

②
６
月
13
日
(日
）

※
①
、②
は
同
じ
内
容
で
す
。

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

栃
木
県
庁
本
館
大
会
議
室

　

(宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２
０
）

●
内　

容　

統
計
グ
ラ
フ
の
作
り
方
な
ど

　

受
講
後
、
親
子
で
絵
を
描
い
た
り
、
紙

　

を
貼
り
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
状
の
作
品
を
作
成
。

●
講　

師　

市
貝
町
立
小
貝
中
央
小
学
校

　
　

大
塚
英
子
先
生
(６
月
６
・
13
日
）

　

鹿
沼
市
立
み
な
み
小
学
校

　
　

久
武
孝
弘
先
生
(６
月
６
日
の
み
）

●
対
象
者　

県
内
の
小
学
生
(３
年
生
以

　

上
）と
そ
の
保
護
者

●
定　

員　

30
組
60
名
(先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
主　

催　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育
委
員

　

会
、
栃
木
県
統
計
協
会

●
申
込
方
法　

５
月
21
日
(金
）ま
で
に
県

　

統
計
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計
課
管
理
普
及

　

担
当

　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２
０

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
）２
２
４
２

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
）２
２
４
７

　
　
　

tokeika@
pref.tochigi.lg.jp

花籃（飯塚鳳斎作）

那
須
与
一
伝
承
館
テ
ー
マ
展

「
関
東
の
竹
工
芸
の
源
流

　―
飯
塚
三
代
の
技
と
美―

」

黒
羽
芭
蕉
の
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
画
巻
で
み
る『
お
く
の
ほ
そ
道
』」

栃
木
県
主
催

親
子
統
計
教
室
参
加
者
募
集

お知らせ

平成22年５月15日号11

「奥の細道画巻」より「那須」の章


